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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年11月30日(2017.11.30)

【公表番号】特表2015-531423(P2015-531423A)
【公表日】平成27年11月2日(2015.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-067
【出願番号】特願2015-535778(P2015-535778)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/83     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/79     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   18/83     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/10     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/48     　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｇ   18/79     　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年10月20日(2017.10.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項６】
　前記カルボジイミドプレポリマーが、（ｉ）芳香族多官能イソシアネートおよび脂肪族
ポリオールの重合残基、（ｉｉ）カルボジイミド基、および（ｉｉｉ）脂肪族置換基を有
するウレタン基を含有する、請求項５に記載の硬化性樹脂組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１０】
　前記カルボジイミドプレポリマーが、３０重量％～５０重量％のポリエーテルポリオー
ルの重合残基を含み、前記カルボン酸塩が封入されている、請求項９に記載の硬化性樹脂
組成物。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　好ましくは、本発明のカルボジイミドプレポリマーは、（ｉ）芳香族多官能イソシアネ
ートおよび脂肪族ポリオールの重合残基、（ｉｉ）カルボジイミド基、ならびに（ｉｉｉ
）脂肪族置換基を有するウレタン基を有する。プレポリマーには遊離芳香族多官能イソシ
アネートが存在していてもよい。好ましくは、カルボジイミドプレポリマーは、１．２～
１０、好ましくは１．８～６、好ましくは２～５の平均カルボジイミド官能価を有する。
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好ましくは、カルボジイミドプレポリマーは０．５重量％～６重量％、好ましくは１重量
％～５重量％、好ましくは２重量％～５重量％のカルボジイミド含量を有する。好ましく
は、プレポリマーは、芳香族多官能イソシアネートおよび脂肪族ポリオールからイソシア
ネート末端プレポリマーを形成し、続いて触媒を用いてイソシアネート基の２５～７５％
（好ましくは３０～５０％、好ましくは３５～４５％）をカルボジイミド基に変換して、
触媒を失活させ、最後に、残る実質的に全てのイソシアネート基を脂肪族アルコールと反
応させて脂肪族置換基を有するウレタン基を形成することによって生成される。このイソ
シアネート基からカルボジイミド基への部分変換によって、プレポリマーにおける重量％
イソシアネートを、イソシアネート基の初期範囲である５重量％～１７重量％（好ましく
は６重量％～１５．５重量％）から最終範囲である４重量％～１０重量％イソシアネート
（好ましくは６重量％～９重量％イソシアネート）に低下させる。好ましくは、これらの
ステップの全てが２５℃～１１０℃、好ましくは４０℃～１００℃、好ましくは５０℃～
９５℃の範囲内の温度で行われる。好ましくは、触媒は環状リン化合物であり、例えば、
置換ホスホレン－１－オキシド、ホスフェタン４－オキシド、または１，３－ジアザホス
ホリジン－オキシド、好ましくは１，３－ジメチルホスホリン－１－オキシド、１－エチ
ル－３－メチルホスホリン－１－オキシド、１－フェニル－３－メチルホスホリン－１－
オキシド、１－フェニルホスホレン－１－オキシド、１，３，２－ジアザホスホリジン－
２－オキシドまたは３－メチル－１－フェニル－２－ホスホレン－１－オキシドである。
好ましくは、触媒は３－メチルフェニル－２－ホスホレン－１－オキシドである。好まし
くは、触媒は、トリメチルシリル化合物またはルイス酸、好ましくはリン酸トリス（トリ
メチルシリル）、または三フッ化ホウ素を添加することで失活される。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　好ましくは、カルボジイミドプレポリマーの残留イソシアネート含量は１重量％以下で
あり、好ましくは０．５重量％以下であり、好ましくは０．３重量％以下であり、好まし
くは０．２重量％以下である。好ましくは、イソシアネート末端プレポリマーを生成する
のに用いられる芳香族多官能イソシアネートは、２～２．５、好ましくは２～２．２の平
均イソシアネート官能価を有する。好ましくは、芳香族多官能イソシアネートはＭＤＩま
たはＴＤＩ、好ましくはＭＤＩである。好ましくは、脂肪族ポリオールはヒドロキシ末端
ポリエステルまたはポリエーテルポリオール、好ましくはポリエーテルポリオールである
。好ましくは、脂肪族ポリオールは２～２．５、好ましくは２～２．２、好ましくは２～
２．１の平均ヒドロキシル官能価を有する。好ましくは、ポリエーテルポリオールは、エ
チレン－オキシド、プロピレン－オキシドまたはその組み合わせの重合残基を含む。好ま
しくは、ポリエーテルポリオールはプロピレン－オキシドの重合残基を少なくとも７０重
量％、好ましくは少なくとも８０重量％、好ましくは少なくとも９０重量％、好ましくは
少なくとも９５重量％含む。好ましくは、カルボジイミドプレポリマーは、脂肪族ポリオ
ールの重合残基を２５重量％～５５重量％、好ましくは３０重量％～５０重量％、好まし
くは３１重量％～４５重量％含む。好ましくは、脂肪族ポリオールは５００～２５００、
好ましくは８００～２２００、好ましくは１０００～２０００のＭｎを有する。カルボジ
イミドプレポリマーを生成するのに、２つ以上のイソシアネートおよび／または２つ以上
のポリオールを用いてもよい。好ましくは、カルボジイミドプレポリマーは芳香族多官能
イソシアネートの重合残基を３０重量％～６０重量％、好ましくは４０重量％～５５重量
％、好ましくは４２重量％～５３重量％含む。好ましくは、脂肪族アルコールは１～８個
の炭素原子、好ましくは１～４個の炭素原子を有する単官能アルコールである。好ましく
は、脂肪族アルコールは直鎖状または分枝状の第一級もしくは第二級アルコールであり、
好ましくは第一級アルコールである。好ましい脂肪族アルコールには、メタノール、エタ
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ノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、ｓｅｃ－ブタノール、
イソブタノール、またはｔｅｒｔ－ブタノールが含まれ、好ましくはメタノール、エタノ
ール、ｎ－プロパノール、またはｎ－ブタノールであり、好ましくはｎ－ブタノールであ
る。好ましくは、カルボジイミドプレポリマーにおける残留脂肪族アルコールの量は５％
以下、好ましくは３％以下、好ましくは２％以下、好ましくは１％以下、好ましくは０．
５％以下である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　実施例７：
　酢酸エチル溶液１０．０ｇ中の実施例１のカルボジイミド樹脂１０．０ｇに、エタノー
ル中３．３７％酢酸カリウムを０．２０ｇ混合して塗布し、１．０ｌｂｓ／ｒｍ（１．６
２８ｇ／ｍ２）のコーティング重量を得た。積層体は周囲条件で硬化された。結合強度は
硬化時間の機能として観察され、以下のように報告される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　実施例８：
　酢酸エチル溶液１０．０ｇ中の実施例２のカルボジイミドの樹脂１０．０ｇに、エタノ
ール中０．９２％酢酸カリウムを２．０ｇ混合して塗布し、１．０ｌｂｓ／ｒｍ（１．６
２８ｇ／ｍ２）のコーティング重量を得た。積層体は周囲条件で硬化された。結合強度は
硬化時間の機能として観察され、以下のように報告される。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　実施例９：
　酢酸エチル溶液１０．０ｇ中の実施例３のカルボジイミドの樹脂１０．０ｇに、エタノ
ール中０．９２％酢酸カリウム２．０ｇを混合して塗布し、１．０ｌｂｓ／ｒｍ（１．６
２８ｇ／ｍ２）のコーティング重量を得た。積層体は周囲条件で硬化された。結合強度は
硬化時間の機能として観察され、以下のように報告される。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　実施例１０：
　酢酸エチル溶液１０．０ｇ中の実施例４のカルボジイミドの樹脂１０．０ｇに、エタノ
ール中０．９２％酢酸カリウム２．０ｇを混合して塗布し、１．０ｌｂｓ／ｒｍ（１．６
２８ｇ／ｍ２）のコーティング重量を得た。積層体は周囲条件で硬化された。結合強度は
硬化時間の機能として観察され、以下のように報告される。
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【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　実施例１１：
　酢酸エチル溶液１０．０ｇ中の実施例５のカルボジイミドの樹脂１０．０ｇに、エタノ
ール中０．９２％酢酸カリウムを２．０ｇ混合して塗布し、１．０ｌｂｓ／ｒｍ（１．６
２８ｇ／ｍ２）のコーティング重量を得た。積層体は周囲条件で硬化された。結合強度は
硬化時間の機能として観察され、以下のように報告される。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　実施例１２：
　酢酸エチル溶液１０．０ｇ中の実施例６のカルボジイミド樹脂１０．０ｇに、エタノー
ル中０．９２％酢酸カリウムを２．０ｇ混合して塗布し、１．０ｌｂｓ／ｒｍ（１．６２
８ｇ／ｍ２）のコーティング重量を得た。積層体は周囲条件で硬化された。結合強度は硬
化時間の機能として観察され、以下のように報告される。
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